
◇ 特別会計収支決算の状況

　（１）国民健康保険特別会計

減、国民健康保険事業費納付金が１８５，７５５千円（１１．７％）の減となったことが主な要因です。

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 5,384,419 5,836,203 △451,784 △ 7.7

歳 出 5,185,966 5,612,551 △426,585 △ 7.6

歳 入 歳 出 差 引 額 198,453 223,652 △25,199 △ 11.3

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 198,453 223,652

　（２）駐車場事業特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 117,182 165,661 △48,478 △ 29.3

歳 出 115,113 78,672 36,441 46.3

歳 入 歳 出 差 引 額 2,069 86,989 △84,920 △ 97.6

翌年度へ繰越すべき財源 0 83,765

実 質 収 支 2,069 3,224

　（３）介護保険特別会計（保険事業勘定）

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 6,066,279 6,153,023 △86,744 △ 1.4

歳 出 5,885,573 5,787,562 98,011 1.7

歳 入 歳 出 差 引 額 180,706 365,461 △184,755 △ 50.6

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 180,706 365,461

令和２年度 令和元年度

　令和２年度の国民健康保険特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で減少したのは、

県支出金が２２０，５５８千円(５．６％)の減、繰越金が１００，０２６千円(４７．６％)の減となった

ことが主な要因です。歳出が対前年度比で減少したのは、保険給付費が１９１，９２７千円(５．１％)の

区　　　　　分
前年度対比

　令和２年度の駐車場事業特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で減少したのは、駐車

場使用料の減が主な要因です。歳出が前年度比で増加したのは、委託料や工事請負費が増加したことが主

な要因です。

区　　　　　分 令和２年度 令和元年度
前年度対比

地方自治法第２３３条の２
の規定による基金繰入額

100,000

地方自治法第２３３条の２
の規定による基金繰入額

　令和２年度の介護保険特別会計（保険事業勘定）の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比で減少

したのは、令和元年度の実質収支を介護給付費準備基金へ繰り入れたことによる繰越金の減が主な要因です。

歳出が前年度比で増加したのは、保険給付費の増が主な要因です。

区　　　　　分 令和２年度 令和元年度
前年度対比

113,341

130,000 304,342



　（４）介護保険特別会計（サービス事業勘定）

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 18,982 19,781 △799 △ 4.0

歳 出 15,846 16,970 △1,124 △ 6.6

歳 入 歳 出 差 引 額 3,136 2,811 325 11.6

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 3,136 2,811

　（５）土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 33,660 32,438 1,222 3.8

歳 出 33,660 32,438 1,222 3.8

歳 入 歳 出 差 引 額 0 0 0 -

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 0 0

　（６）土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 4,436 4,072 364 9.0

歳 出 4,436 4,072 364 9.0

歳 入 歳 出 差 引 額 0 0 0 -

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 0 0

令和２年度

　令和２年度の介護保険特別会計（サービス事業勘定）の決算状況は下表のとおりです。歳入の主なもの

は、介護予防サービス計画費収入です。歳出の主なものは、居宅介護支援事業所に支払うサービス計画作成

委託料１１，６５１千円、地域包括支援センターの会計年度任用職員報酬等８６７千円です。

区　　　　　分 令和２年度 令和元年度
前年度対比

区　　　　　分

前年度対比

令和元年度
前年度対比

　令和２年度の土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計の決算状況は下表のとおりです。平成１８年度から

介護認定審査事務等を効率的に行なうために、介護認定審査会特別会計を瑞浪市と共同で設置しています。

歳入は瑞浪市と土岐市からの負担金等で、１５９回の審査会を開催し、３，７２９件の審査判定を行いまし

た。

区　　　　　分 令和元年度

令和２年度

　令和２年度の土岐市･瑞浪市障害者総合支援認定審査会特別会計の決算状況は下表のとおりです。平成１８

年度から障害者総合支援認定審査事務等を効率的に行なうために、障害者総合支援認定審査会特別会計を瑞

浪市と共同で設置しています。歳入は瑞浪市と土岐市からの負担金等及び国県補助金で、１５回の審査会を

開催し、１６３件（意見付与を含む）の審査判定を行いました。



　（７）後期高齢者医療特別会計

（単位：千円、％）

増減額 増減率

歳 入 847,189 774,784 72,404 9.3

歳 出 827,410 756,374 71,036 9.4

歳 入 歳 出 差 引 額 19,778 18,410 1,368 7.4

翌年度へ繰越すべき財源 0 0

実 質 収 支 19,778 18,410

　令和２年度の後期高齢者医療特別会計の決算状況は下表のとおりです。歳入が前年度比増加したのは後期

高齢者医療保険料の増が主な要因です。歳出が前年度比で増加したのは後期高齢者医療広域連合納付金の増

が主な要因です。

令和２年度 令和元年度
前年度対比

区　　　　　分


